
　

英
語
特
区
の
５
校
園
を
担
当

す
る
外
国
人
の
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
３
人
配
置
。

本
場
の
英
語
を
耳
で
聞
き
、
会

話
を
増
や
す
こ
と
で
英
語
力
を

上
達
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、

力
を
入
れ
る
の
が
「
イ
マ
ー

ジ
ョ
ン
教
育
」。
Ａ
Ｌ
Ｔ
、教
諭
、

子
ど
も
も
す
べ
て
英
語
を
使
っ

て
行
う
教
育
で
、
英
語
が
理
解

し
に
く
く
て
も
体
を
動
か
し
た

り
歌
っ
た
り
し
て
「
体
験
」
し

な
が
ら
英
語
に
慣
れ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

英
語
の
レ
ッ
ス
ン
は
、
幼
稚

園
で
は
年
間
１
１
０
日
以
上
。

歌
や
ダ
ン
ス
で
英
語
に
親
し
み

な
が
ら
、
あ
い
さ
つ
の
基
本
や

数
字
、
色
な
ど
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
県
下
で
初
め
て
幼
稚
園

に
も
「
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
」

を
取
り
入
れ
、
レ
ッ
ス
ン
以
外

の
遊
び
や
お
や
つ
の
時
間
な

ど
、
朝
来
て
か
ら
帰
る
ま
で
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
英
語
で
会
話
し
ま
す
。

　

小
中
学
校
で
は
通
常
よ
り
年

間
10
～
35
コ
マ
を
増
設
。
小
学

生
は
英
検
４
級
（
中
学
２
年
修

了
レ
ベ
ル
）、
中
学
生
は
同
２

級
（
高
校
卒
業
レ
ベ
ル
）
の
取

得
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
小

中
学
校
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

英語特区スタート

英語　　学ぶって楽しい
　４月から昭和中学校区の４校園（昭和中、
昭和小、維新小、維新幼稚園）と山田幼稚園
で、英語を堂々と話し、国際社会で活躍でき
る人材を育てようと、一貫性をもたせた特別
な英語教育を連携して行う「英語特区」がス
タートしました。

の
学
校
と
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

英
語
特
区
で
は
学
区
に
よ
る

制
限
を
設
け
ず
受
け
入
れ
を
し

た
結
果
、
市
外
か
ら
の
２
人
を

含
め
た
13
人
（
昭
和
中
２
人
、

昭
和
小
４
人
、
維
新
幼
稚
園
１

人
、
山
田
幼
稚
園
６
人
）
が
学

区
外
か
ら
入
学
・
入
園
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
英
語
特
区
の
地

域
内
へ
の
定
住
に
つ
な
が
り
、

人
口
の
減
少
が
抑
え
ら
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

担
当
の
学
校
教
育
課
の
東
長

典
課
長
は
、「
気
後
れ
せ
ず
人

と
関
わ
れ
る
子
ど
も
を
育
て
た

い
。
さ
ら
に
は
、
子
ど
も
の
英

語
を
き
っ
か
け
に
、
豊
か
な
自

然
な
ど
地
域
の
魅
力
に
も
気
づ

き
、
地
域
に
と
け
こ
ん
で
も
ら

え
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
�
８
３
５
８
）

　体の動きや
表情といっ
しょに英語を
学ぶ昭和小の
３年生

前川喜平 文部科学省初等中等教育局長
　「文部科学省も、初等教育からの英語教育を充実
させようとしているところ。総社市の英語特区での
教育は全国に例を見ない意欲的なものなので、今後
の取り組みにも注目していきたい」と話します

聴く力と話す力に重点をおいた授業を受ける昭和中の２年生

ＡＬＴといっしょに歌って踊って英語に親しむ山田幼稚園の園児

　英語で自己紹介をする
維新小の５年生 で

Ａ
Ｌ
Ｔ

サ
ル
バ
ド
ー
ル

・
ド
ミ
ン
ゴ

Ａ
Ｌ
Ｔ

ポ
ー
ル
・

デ
ィ
レ
イ
ニ
ー

Ａ
Ｌ
Ｔ

ア
ニ
ー
・

バ
ラ
メ
イ
ダ

Ａ
Ｌ
Ｔ

サ
ル
バ
ド
ー
ル

・
ド
ミ
ン
ゴ

Ａ
Ｌ
Ｔ

ポ
ー
ル
・

デ
ィ
レ
イ
ニ
ー

Ａ
Ｌ
Ｔ

ア
ニ
ー
・

バ
ラ
メ
イ
ダ

Ａ
Ｌ
Ｔ

サ
ル
バ
ド
ー
ル

・
ド
ミ
ン
ゴ

Ａ
Ｌ
Ｔ

ポ
ー
ル
・

デ
ィ
レ
イ
ニ
ー

Ａ
Ｌ
Ｔ

ア
ニ
ー
・

バ
ラ
メ
イ
ダ

英語特区

文
部
科
学
省
も

絶
賛
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